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呼気(息)に含まれる成分を分析して、疾患(病気)を診断する方法の開発に取り組んでいます。 

ヒトに摂取された有機物(炭素 C を含む物質)は、その種類により代謝経路(化学反応の経路)は

異なりますが、いずれも最終的には二酸化炭素(CO2)に変化し、呼気として肺から体外に排出

されます。摂取される有機物が特殊な炭素(13C,重い炭素)から構成されている場合、最終的に呼

気として排出される二酸化炭素もまた、特殊な形態(13CO2,重い二酸化炭素)となります。 

特定の代謝(化学反応)が、疾患を持つ人の体内において、健康な人よりも、亢進(または減退)し

ている場合、特殊な炭素(13C,重い炭素)から構成される物質を経口摂取した後の呼気に含まれ

る特殊な二酸化炭素(13CO2,重い二酸化炭素)の量を、疾患を持つ人と健康な人とで比較するこ

とで、疾患を診断することが可能となります。 

以上の原理に基づいた研究により、これまで、小腸細菌異常増殖症、慢性膵炎、脂肪の吸収不

良などの疾患を診断することに成功しています(以下の図は、呼気の成分を分析して疾患を診断

する方法の原理を説明したものです)。 
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